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(57)【要約】

【課題】吸湿性能に優れ、潮解性無機塩の液状化を十分に防止でき、かつ環境への影響の

少ない乾燥剤を提供する。

【解決手段】本発明は、以下の乾燥剤を提供する。

（１）潮解性無機塩と非イオン性セルロース誘導体を含む乾燥剤。

（２）潮解性無機塩１００重量部に対し、非イオン性セルロース誘導体を１０～５０重量

部含む乾燥剤。

（３）前記非イオン性セルロース誘導体の２質量％水溶液の粘度が、２０℃において１０

０００～１０００００ｍＰａ・ｓである前記（１）または（２）に記載の乾燥剤。

（４）前記潮解性無機塩が塩化カルシウムであり、前記非イオン性セルロース誘導体がヒ

ドロキシエチルメチルセルロースである前記（１）～（３）に記載の乾燥剤。

【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 潮 解 性 無 機 塩 と 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 剤 。

【 請 求 項 ２ 】

　 潮 解 性 無 機 塩 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を １ ０ ～ ５ ０ 重 量 部 含

む こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 剤 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の ２ 質 量 ％ 水 溶 液 の 粘 度 が 、 ２ ０ ℃ に お い て １ ０ ０ ０

０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 乾 燥 剤 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 潮 解 性 無 機 塩 が 塩 化 カ ル シ ウ ム で あ り 、 前 記 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が ヒ ド ロ

キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 乾 燥 剤 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 精 密 機 器 、 機 械 部 品 、 電 子 部 品 、 衣 服 、 ガ ラ ス 製 品 等 の 保 管 ・ 梱 包 輸 送 中 に お

い て 湿 気 に よ る 錆 び 、 カ ビ 、 結 露 の 発 生 を 防 ぐ た め の 乾 燥 剤 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 か ら 、 家 庭 用 お よ び 産 業 用 の 乾 燥 剤 と し て 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 等 の

潮 解 性 無 機 塩 が 使 用 さ れ て い る 。 し か し 、 潮 解 性 無 機 塩 は 吸 湿 後 液 状 化 し 易 く 、 乾 燥 剤 の

容 器 か ら 漏 出 し て 周 囲 を 汚 損 す る 等 取 扱 上 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 潮 解 性 無 機 塩 の 液 状 化

を 防 止 し て そ の 漏 出 を 防 ぐ た め に 、 ゲ ル 化 剤 と 併 用 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、

特 許 文 献 １ で は 、 潮 解 性 無 機 化 合 物 の 粉 末 ま た は 粒 状 物 と カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス 等

の 親 水 性 ポ リ マ ー の 粉 末 ま た は 粒 状 物 と を 機 械 的 に 混 合 し て な る 除 湿 剤 が 開 示 さ れ て い る

。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 潮 解 性 塩 類 と ア ク リ ル ア ミ ド 系 重 合 体 と の 混 合 物 を 主 剤 と す る

乾 燥 剤 が 開 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

し か し 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス は ゲ ル 化 速 度 が 遅 く 、 吸 湿 の 初 期 に は 保 水 で き な い

場 合 が あ り 、 包 材 か ら の 漏 水 に よ り 被 乾 燥 物 が 損 傷 す る 虞 が あ る 。 ま た 、 ポ リ ア ク リ ル ア

ミ ド が 熱 や 光 に よ り 分 解 し て 生 成 す る ア ク リ ル ア ミ ド は 発 ガ ン 性 物 質 と し て 知 ら れ て お り

、 環 境 へ の 悪 影 響 が 懸 念 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の ゲ ル 化 剤 で も 、 潮 解 性 無 機 塩 の 液

状 化 の 防 止 に は 不 十 分 ま た は 不 適 切 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ８ ５ ３ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ３ － ３ ０ ８ １ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

し た が っ て 、 本 発 明 は 、 吸 湿 性 能 に 優 れ 、 潮 解 性 無 機 塩 の 液 状 化 を 十 分 に 防 止 で き 、 環 境

へ の 悪 影 響 の 少 な い 乾 燥 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 者 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 特 定 の ゲ ル 化 剤 を 含 む 乾 燥 剤 は

、 吸 湿 性 能 に 優 れ 、 潮 解 性 無 機 塩 の 液 状 化 を 十 分 に 防 止 で き 、 か つ 環 境 へ の 影 響 も 少 な い

こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。

す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 乾 燥 剤 は 以 下 の 通 り で あ る 。

（ １ ） 潮 解 性 無 機 塩 と 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を 含 む 乾 燥 剤 。
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（ ２ ） 潮 解 性 無 機 塩 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を １ ０ ～ ５ ０ 重 量

部 含 む 乾 燥 剤 。

（ ３ ） 前 記 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 の ２ 質 量 ％ 水 溶 液 の 粘 度 が 、 ２ ０ ℃ に お い て １ ０

０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 乾 燥 剤 。

（ ４ ） 前 記 潮 解 性 無 機 塩 が 塩 化 カ ル シ ウ ム で あ り 、 前 記 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が ヒ

ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス で あ る 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） に 記 載 の 乾 燥 剤 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 に よ れ ば 、 吸 湿 性 能 に 優 れ 、 潮 解 性 無 機 塩 の 液 状 化 を 十 分 に 防 止 で き 、 か つ 環 境 へ

の 影 響 の 少 な い 乾 燥 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 乾 燥 剤 の 吸 湿 率 の 経 時 変 化 を 示 し た 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

以 下 に 、 本 発 明 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。

本 発 明 に 用 い る 潮 解 性 無 機 塩 は 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 亜 鉛 、 塩 化 ス ズ 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ

ム 、 五 酸 化 リ ン 等 が 挙 げ ら れ る が 、 特 に 塩 化 カ ル シ ウ ム は 安 価 で 無 害 か つ 吸 湿 性 能 が 高 い

た め 好 ま し い 。 ま た 、 潮 解 性 無 機 塩 は 微 粉 、 細 粒 、 顆 粒 の 何 れ の 形 態 で も 用 い る こ と が で

き 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

本 発 明 に 用 い る ゲ ル 化 剤 は 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で あ る 。 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス

誘 導 体 と し て 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ ー

ス 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 等

が 挙 げ ら れ る が 、 特 に ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス が 、 環 境 へ 与 え る 悪 影 響 が 少 な

く 、 吸 湿 の 初 期 段 階 で も 乾 燥 剤 か ら 漏 水 が 生 じ 難 い た め 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

ま た 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス の 中 で も 、 ２ 質 量 ％ 水 溶 液 の 粘 度 が ２ ０ ℃ に お

い て １ ０ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る も の が 好 ま し く 、 ３ ５ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０

０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る も の が よ り 好 ま し く 、 ３ ５ ０ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る も

の が 更 に 好 ま し い 。

２ 質 量 ％ 水 溶 液 の 粘 度 が ２ ０ ℃ に お い て １ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 未 満 の ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ

チ ル セ ル ロ ー ス で は 吸 水 容 量 が 少 な く 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス の 混 合 割 合 を

多 く す る 必 要 が あ る た め 、 乾 燥 剤 が コ ス ト 高 に な る 。 ま た 、 当 該 粘 度 が １ ０ ０ ０ ０ ０ ｍ Ｐ

ａ ・ ｓ を 超 え る ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス は 現 在 入 手 が 困 難 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

本 発 明 の 乾 燥 剤 は 、 潮 解 性 無 機 塩 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 を １

０ ～ ５ ０ 重 量 部 含 む の が 好 ま し い 。 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が １ ０ 重 量 部 未 満 で は 、

液 状 化 の 防 止 に 十 分 で な く 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 が ５ ０ 重 量 部 を 超 え る と 、 乾 燥

剤 に 占 め る 潮 解 性 無 機 塩 の 含 有 量 が 相 対 的 に 少 な く な っ て 吸 湿 量 が 低 下 す る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ３ 】

以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 限 定 さ れ る も

の で は な い 。

［ 使 用 材 料 ］

１ ． 塩 化 カ ル シ ウ ム ： 中 国 製 工 業 製 品

２ ． ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｈ Ｅ Ｍ Ｃ ） ： 韓 国 の サ ム ス ン 社 製

３ ． ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｈ Ｐ Ｍ Ｃ ） ： 韓 国 の サ ム ス ン 社 製

４ ． カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｃ Ｍ Ｃ ） ： 日 本 製 紙 ケ ミ カ ル 社 製

【 ０ ０ １ ４ 】
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［ 貫 入 抵 抗 試 験 ］

３ ０ ℃ の 恒 温 室 内 で 、 表 １ に 示 す 配 合 に 従 い 各 材 料 を 混 合 し た 後 に 、 塩 化 カ ル シ ウ ム １ ０

０ 重 量 部 に 対 し 蒸 留 水 を ３ ０ ０ 重 量 部 混 合 し て 得 た 混 合 液 を 型 枠 に 入 れ て 、 そ の ま ま ２ ４

時 間 静 置 し た 。 次 に 、 生 成 し た ゲ ル の 表 面 か ら 垂 直 に １ ｃ ｍ の 深 さ ま で の 貫 入 抵 抗 値 を 株

式 会 社 イ マ ダ 社 製 の デ ジ タ ル フ ォ ー ス ゲ ー ジ よ っ て 測 定 し た 。 ま た 、 ゲ ル の 接 地 面 に は 平

型 の 専 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 使 用 し た 。 貫 入 抵 抗 値 の 測 定 結 果 を 表 １ に 示 す 。

【 ０ ０ １ ５ 】

【 表 １ 】

注 ） 表 中 の 貫 入 抵 抗 値 以 外 の 数 値 は 塩 化 カ ル シ ウ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 各 材 料 の 重 量 部

を 示 す 。

【 ０ ０ １ ６ 】

表 １ か ら 分 か る よ う に 、 非 イ オ ン 性 セ ル ロ ー ス 誘 導 体 で あ る ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル

ロ ー ス や ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス を 含 む 乾 燥 剤 の ゲ ル は 、 貫 入 抵 抗 値 が ０ ． ３ ～ ３

． ５ Ｎ ／ ｃ ｍ
2
と 高 く 、 ま た ゲ ル 表 面 に は 水 の 漏 出 は な か っ た 。 一 方 、 イ オ ン 性 セ ル ロ ー

ス 誘 導 体 で あ る カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス を 用 い た 乾 燥 剤 の ゲ ル の 表 面 に は 水 が 漏 出 し

て い て 、 貫 入 抵 抗 値 は 測 定 で き な か っ た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

［ 吸 湿 率 試 験 お よ び 乾 燥 剤 の 経 時 変 化 ］

塩 化 カ ル シ ウ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス を そ れ ぞ れ ４ ３

重 量 部 混 合 し た 乾 燥 剤 （ Ａ ） お よ び ２ ５ 重 量 部 混 合 し た 乾 燥 剤 （ Ｂ ） を 、 そ れ ぞ れ 透 湿 防

水 紙 で 作 成 さ れ た 袋 に 封 入 し た 。 次 に 、 当 該 袋 を ３ ０ ℃ 、 ９ ０ ％ Ｒ Ｈ の 恒 温 恒 湿 槽 内 に 静

置 し て 、 定 期 的 に 乾 燥 剤 の 重 量 を 測 定 し て 吸 湿 率 を 求 め る と と も に 、 そ の 袋 の 触 感 に よ り

袋 内 の 乾 燥 剤 の 液 状 化 の 有 無 を 調 査 し た 。

ま た 、 塩 化 カ ル シ ウ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス を ４ ２ 重 量 部 混

合 し た 乾 燥 剤 （ Ｃ ） お よ び ２ ５ 重 量 部 混 合 し た 乾 燥 剤 （ Ｄ ） を 、 そ れ ぞ れ 透 湿 防 水 紙 で 作

成 さ れ た 袋 に 封 入 し て 、 前 記 と 同 様 に 試 験 し た 。

吸 湿 率 を 図 １ に 、 袋 の 触 感 を 表 ２ に 示 す 。

【 ０ ０ １ ８ 】
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【 表 ２ 】

注 ） ◎ ： 粉 体 の 状 態 　 　 ○ ： 流 動 性 の な い ゲ ル の 状 態 　 　 × ： 一 部 が 液 状 化 し た 状 態

【 ０ ０ １ ９ 】

図 １ お よ び 表 ２ か ら 分 か る よ う に 、 ヒ ド ロ キ シ エ チ ル メ チ ル セ ル ロ ー ス を 含 む 乾 燥 剤 （ Ａ

） お よ び （ Ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス を 同 量 含 む 乾 燥 剤 （ Ｃ ） お よ び

（ Ｄ ） に 比 べ 、 吸 湿 性 能 に 優 れ 、 か つ 液 状 化 を 防 止 で き る 。

【 図 １ 】
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